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あ ぜ 道 に は 花 が い っ ぱ い
～ コシオガマ～

コシオガマ　　撮影日：2016.10.2　　撮影場所：寺子 豊岡地区

那須塩原自然を愛そう

あなたの"珍"を募集中
≪応募方法≫
方法① きらきらホット
　　　 なすしおばらに投稿
　　　 珍百景投稿用フォームに
           必要事項を入力。

方法② シティプロモーション課に電話
　　　　☎ 0287（62）7109

●必要事項
　住所、氏名（ペンネーム）、電話番号、年齢、性別、
　珍百景写真、タイトル、撮影日、コメント（100 字
　程度）

●注意点
※人権侵害、政治・宗教活動、意見広告や宣伝につ
　ながるものなど、掲載できない内容があります。
※内容を変えない範囲で添削する場合があります。
※被写体の人物または所有者などに許可を得てから
　応募してください。
※インターネットなどからの転載はご遠慮ください。
※応募いただいた写真は市の情報発信活動に使わせ
　ていただく場合があります。

百景
なすしおばら

珍

那須塩原市役所
シティプロモーション課
「広報なすしおばら係」行

ご住所

那須塩原市

お名前
フリガナ

☎電話

年齢 性別歳 男　・　女

ペンネーム
（希望者のみ）

※掲載する場合は実名ではなく、イニシャルまたはペンネームで掲載します。

３ ２ ５ ８５ ０１
お手数ですが

63円切手を

貼ってください
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ヤクシソウ

　
夏
が
過
ぎ
、
こ
こ
数
年
の
危
険
な
ほ
ど
の
猛

暑
は
忘
れ
て
し
ま
い
、
朝
晩
が
寒
い
な
ん
て
言

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
野
山
は
す
っ
か
り
秋

模
様
で
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
寺
子
の
豊
岡
地
区
と

そ
こ
に
咲
く
コ
シ
オ
ガ
マ
な
ど
で
す
。
豊
岡
地

区
に
は
農
業
用
の
大
き
な
た
め
池
が
あ
り
、
秋

に
な
る
と
、
そ
の
周
辺
の
あ
ぜ
道
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
花
が
咲
き
ま
す
。
ヤ
マ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
・

ヤ
ク
シ
ソ
ウ
・
ミ
ゾ
ソ
バ
・
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ

カ
ミ
・
ナ
ギ
ナ
タ
コ
ウ
ジ
ュ
・
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン

ジ
ン
な
ど
で
す
。
も
ち
ろ
ん
豊
岡
地
区
以
外
の

野
山
で
も
同
じ
よ
う
な
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

　
コ
シ
オ
ガ
マ
は
、
ハ
マ
ウ
ツ
ボ
科
コ
シ
オ
ガ

マ
属
（
以
前
は
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
だ
っ
た
の
で
、

古
い
図
鑑
に
は
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
）
の
一
年
草
で
、
草
丈
が
30
～
60
㎝
で
日
本

中
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
秋
に
咲
く
花
は
黄
色

い
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
コ
シ
オ
ガ
マ
は
写

真
の
よ
う
な
赤
い
花
な
の
で
見
つ
け
る
と
少
し

嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
那
須
山
で
名
前
に
シ
オ
ガ
マ
と
つ
く
も
の
は

エ
ゾ
シ
オ
ガ
マ
や
ト
モ
エ
シ
オ
ガ
マ
で
す
。
シ

オ
ガ
マ
と
い
う
名
の
由
来
は
諸
説
あ
る
よ
う
で

す
が
、
シ
オ
ガ
マ
の
葉
が
美
し
い
の
で
、「
葉
ま

で
美
し
い
」か
ら‶

浜
で
美
し
い
も
の
は
、
海

水
か
ら
塩
を
作
る
塩
竈
の
立
ち
の
ぼ
る
煙
”な

の
で
、
シ
オ
ガ
マ
と
い
う
名
が
つ
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
も
だ
じ
ゃ
れ
の
よ
う
な

話
で
す
ね
。
確
か
に
シ
オ
ガ
マ
の
葉
は
縮
れ
た

感
じ
が
独
特
で
す
。
ぜ
ひ
秋
の
野
山
を
歩
い
て

秋
の
花
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。�

お
さ
む

コシオガマって？

ハマウツボ科コシオガマ属
学名：Phtheirospermum japonicum

9～10月に水田のあぜなどに紅紫色に咲
くシオガマの一種。

朝、散歩している公園でいつも気になっている切り株です。種類が違
う木に、大事にされている切り株が幸せそうに見えます。

投稿者　　リリーさん（30代女性 西富山）
撮影場所　高柳（撮影日  R1.8）

み～つけた
ちっちゃ

な自然
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▲バックナンバーはこちら

木
に
抱
き
し
め
ら
れ
て
い
る

�

切
り
株

編集後記
小学生のころ、十五夜には「ぼうじぼ」が地域の各家庭を回って

いました。先日、小学生がいないために「ぼうじぼ」が中断と
なった地域があると聞き、郷土芸能を伝承することの難しさを感じ
ました。取材で訪れた塩原温泉まつり。若連が山車をつくり、中学
生がお囃子を大人に教わり、祭当日は地域みんなで山車を引く。ど
んなに坂道を引くのが大変でも、参加している子どもたちの顔はみ
んな笑顔。この笑顔が未来にも続いていけばいいな！　と（涙腺がゆ
るゆるの自分に年齢を感じながらも）願うばかりです。� （大貫）

取材のため、同僚と西那須野中学校を訪れたときのこと。子ど
もたちはちょうど掃除の真っ最中。玄関を一生懸命掃除して

いる姿に感心していると、こちらに気付き手を止め、元気に笑顔で「こ
んにちは」とあいさつしてくれました。しかも、わざわざスリッパま
で出してくれるおもてなし。突如現れた“坊主のおじさん”と“小さめ
のおじさん”の謎のおじさん二人組に対して、きちんと対応してくれ
た子どもたちに感謝です。それに比べて、中学時代の私は…。振り返
ると恥ずかしいので、前だけ向いて生きていこうと思います。��（平石）


